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(1)糖脂質の精製 人型有毒結核菌H37Rv株をソートン合成液体培地に 4 週間培養した。このアセトン





ィー (T L C) により精製した。このようにして結合脂質から分離した糖脂質は、 4 溶媒系を用いた
TCLで単一のスポットを示した。溶媒:クロロホルムーメタノール (85 : 15 、 v /v) で展開する
と、結合脂質中の毒性糖脂質の R F (0.26) に対して Cord factorは RF (0.71) であった。
(2)糖脂質の毒性 この糖脂質を 100/-lgづ、つ 2 日おきに 5 回、マウスの腹腔内に反復注射するとマウス
は次第に体重の減少と衰弱を示し、 3 週から 5 週の聞に70%が死亡した。この毒性糖脂質の収量は、
乾燥菌重量の0.04%であり、 Cord factorの収量の約汗に相当する。
(3)糖脂質の化学性状 この糖脂質の旋光度は、 Cord factorが +30 士1. 0 であるのに対し、 +41. 5 士
円。
















質としてその化学構造の確認きれている Cord factor (Trehalose -6， 6'-dimycolate) とは異なった
化学性状を示した。この毒性糖脂質の構成成分は、糖成分としては、トレハローズ、脂質成分として
は、ミコール酸から構成きれていると考えられる。ミコール酸とトレハローズの分子比は 1 1 であ
る。以上の結果から、この毒性糖脂質は、 Trehalos e_ monomycolateであると結論される。
論文の審査結果の要旨
結核菌の産生する毒性糖脂質 (Cord factor) は、 1956年に始めて、菌体のクロロホルム抽出画分
から精製され、その化学構造がTrehalose -6,6' -dimycolateであると確認されている。現在結核菌
にふくまれる毒性菌体成分で化学構造の明らかに、されているのは、この物質だけである。
本論文では、 Cord factor 以外の毒性菌体成分の追究を目的とし、人型結核菌H37Rvの結合脂質か
ら Cord factor とは別の新毒性糖脂質を分離精製した。そして、この物質を Trehalose monomyｭ
colate と同定した点で意義深い仕事である。
つ臼? ?
